「国際文化交流」という学び : ―グローバルな視点とローカルな視点をもってコミュニケーション力を磨く― by 川口 康子
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教育が求められていた。 （平成４）年度、文部科学省は公立小学校への英語の導入を検討するた
めに研究開発学校２校を指定し、さらに （平成８）年度には各都道府県に１校 3) を指定して、研
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日本は初回の 年のテストで、読解力８位、数学的リテラシー１位、科学的リテラシー２位であ
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の重要性をみてきたが、これらの方向性は、高等教育機関における教育改革と重なる。 
中央教育審議会は、大学教育の質的転換の必要性、主体的に考える力を育成することの重要性を提
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としての専門教育を構築しようとしてきたと言えるのではなかろうか。こうした姿勢は、今後も持ち
続けたい。 































１  当時は学習院女子大学国際文化交流学部が存在した. 現在はそれに加え神奈川大学（外国語学部国際文化交





３  鳥取県では気高郡（現鳥取市）鹿野町にある小鷲河小学校が指定を受けた. この小学校は （平成 ）
年に３小学校の統廃合により廃校になった. 
４  当時, 英語科教育の免許を持たない小学校教員からは, 英語活動を担当することへの不安と負担感が多く寄
せられ, 指導者の育成が大きな課題であった. 
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６  PISA：Programme for International Student Assessmentの略, 学習到達度調査.  






 JETプログラムは, 語学指導等を行う外国青年招致事業（The Japan Exchange and Teaching Programme）
の略. 外国青年は地方自治体等に任用され, 外国語指導助手ALT（Assistant Language Teacher）・国際交流
員CIR（Coordinator for International Relations）・スポーツ交流員SEA（Sport Exchange Adviser）とし
て, 地域において外国語教育の充実, 国際交流の推進等で活動している. 
 ソーシャルラーニング事業の連携大学は, 島根大学（代表校）, 島根県立大学（浜田・出雲）, 島根県立大学
短期大学部（松江）, 公立鳥取環境大学, 本学の５大学・短大. 
 ソーシャルラーニングは, 教養科目「実践スポーツ（山野実習）」を含め, 本学全体で５科目を対象として推
進した. 
 （平成 ）年度入学生の専門教育科目は 専門基礎４科目 交流９科目 文化８科目 言語 科目
ビジネス・プレゼン実務７科目, 学校司書６科目, 特別演習１科目である. 
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